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はじめに 

 

本報告書は、亀山・関テクノヒルズ開発事業の実施にあたり、「（仮称）亀山・関テクノレジダ

ンス・（仮称）白川スカイヒルタウン開発計画に係る環境影響評価書（平成５年10月）」（以下、

「評価書」という）及び「亀山・関テクノヒルズ開発計画に係る環境影響評価調査検討報告書（平

成７年３月、平成14年４月、平成14年９月、平成15年４月」に記載した「環境保全のためのモ

ニタリング計画」に基づき、施設供用後及び工事中に行うとした事後調査について記載したもの

である。 
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第１章 事業の概要 

１．事業者の氏名及び住所 

事業者の名称：住友商事株式会社 

代表者の氏名：大阪不動産建設部長 林口 一夫 

所  在  地：大阪府大阪市中央区北浜４丁目５番33号 

 

２．対象事業の名称、種類及び規模 

対象事業の名称：亀山・関テクノヒルズ開発事業 

対象事業の種類：工業団地の造成事業 

対象事業の規模：事業総面積 2,312,500ｍ2（全工区） 

 

３．対象事業実施区域 

三重県亀山市白木、関町白木一色及び鷲山地内他（図１－１） 

 

４．対象事業の進捗状況 

本開発事業の進捗状況は以下のとおりで、それぞれの区画については、図１－２に示したと

おりである。 

平成14年４月より、第１期工区の第１期造成工事（準備・防災工）に着手し、平成15年５

月に第１期工区の第１期・第２期（ｅ－１、２区画、ｆ区画、ｇ区画、ｊ－１、２区画、ｋ区

画）の造成工事が完了した。 

平成16年７月からは、第１期工区の第３期（ｄ－１～４区画）の工事に着手し、平成17年

４月に造成工事が完了した。 

平成18年４月からは、第１期工区の第４期（ａ－１、２区画、ｂ区画、ｃ－１区画、ｉ－１、

２区画、ｎ－１、２区画、ｏ－１～３区画、ｐ－１～４区画）の工事に着手し、平成19年３月

現在も工事中である。 

また、平成15年８月から順次、施設の供用が始まり、平成19年３月現在、第１期工区のう

ち、「ｄ－２、４区画」、「ｅ－１、２区画」、「ｇ区画」、「ｋ区画」において、進出企業により施

設の供用が開始されている。 
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図１－１ 対象事業実施区域 
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図１－２ 対象事業進捗状況図 
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第２章 本調査の位置付け 

本調査は、表２－１－１に示したとおり、第１期工区のうち、第１期、第２期区域の供用後

（３年目）、第３期区域の供用後（２年目）及び第４期区域の工事中（１年目）の調査である。 

 

表２－１－１(1) 調査一覧（第１期工区の第１期、第２期区域分） 

工事中 
工事中及び 

一部施設供用 
施設供用後 

 

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 

大気質（工事中） ○       

騒音・振動 

（工事中） 
○       

濁水（工事中） ○       

水質（供用後） ○ ○ ○ ○ ● ◎ ◎ 

悪臭（供用後）  ○ ○ ○ ● ◎ ◎ 

特筆すべき植物 
○ 

(移植) 

○ 

(1年後) 

○ 

(2年後) 

○ 

(3年後) 
 

☆ 

(5年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
○ ○ ○ ○ ● ☆  

特筆すべき動物 
○ 

(1年目) 

○ 

(2年目) 

○ 

(3年目) 
 

● 

(5年目) 
 

◎ 

(7年目) 

特筆すべき 

水生生物 

○ 

(1年目) 

○ 

(2年目) 

○ 

(3年目) 
 

● 

(5年目) 
 

◎ 

(7年目) 

動物相  
○ 

(1年目) 

○ 

(2年目) 

○ 

(3年目) 
 

◎ 

(5年目) 
 

※：○は過年度分、●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、☆は動植物調査の最終年度。 

 

施設供用後 
 

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年以降 

大気質（工事中）       

騒音・振動 

（工事中） 
      

濁水（工事中）       

水質（供用後） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎（継続） 

悪臭（供用後） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎（継続） 

特筆すべき植物       

特筆すべき植物 

移植地管理 
      

特筆すべき動物   
☆ 

(10年目) 
   

特筆すべき 

水生生物 
  

☆ 

(10年目) 
   

動物相 
◎ 

(7年目) 
  

☆ 

(10年目) 
  

※：◎は次年度以降報告分、☆は動植物調査の最終年度。 
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表２－１－１(2) 調査一覧（第１期工区の第３期区域分） 

工事中 施設供用後 
 

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 

大気質（工事中） ○       

騒音（工事中） ○       

濁水（工事中） ○       

水質（供用後）  △ △ △ △ △ △ 

悪臭（供用後）  △ △ △ △ △ △ 

特筆すべき植物 
△ 

(1年後) 

△ 

(2年後) 
 

△ 

(3年後) 
 

☆ 

(5年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
△ △ △ △ ◎ ☆  

特筆すべき動物 
△ 

(1年目) 

○ 

(2年目) 

△ 

(3年目) 
 

△ 

(5年目) 
 

◎ 

(7年目) 

特筆すべき動物 

（ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ） 

○ 

(移殖) 

○ 

(1年後) 

△ 

(2年後) 

◎ 

(3年後) 
 

◎ 

(5年後) 
 

特筆すべき 

水生生物 

△ 

(1年目) 

○ 

(2年目) 

△ 

(3年目) 
 

△ 

(5年目) 
 

◎ 

(7年目) 

動物相  
△ 

(1年目) 
 

△ 

(3年目) 
 

△ 

(5年目) 
 

※：○は過年度分、●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域の調査で実施、 

☆は動植物調査の最終年度。 

 

施設供用後 
 

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年以降 

大気質（工事中）      

騒音（工事中）      

濁水（工事中）      

水質（供用後） △ △ △ △ △ 

悪臭（供用後） △ △ △ △ △ 

特筆すべき植物      

特筆すべき植物 

移植地管理 
     

特筆すべき動物   
☆ 

(10年目) 
  

特筆すべき動物 

（ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ） 

◎ 

(7年後) 
  

☆ 

(10年後) 
 

特筆すべき 

水生生物 
  

☆ 

(10年目) 
  

動物相 
◎ 

(7年目) 
  

☆ 

(10年目) 
 

※：◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域の調査で実施、☆は動植物調査の最終年度。 
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表２－１－１(3) 調査一覧（第１期工区の第４期区域分） 

工事中 
 

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 

大気質（工事中） ●       

騒音（工事中） ●       

濁水（工事中） ● ◎      

水質（供用後）        

悪臭（供用後）        

特筆すべき植物 
● 

(移植) 

△ 

(1年後) 

△ 

(2年後) 

△ 

(3年後) 
 

☆ 

(5年後) 
 

特筆すべき植物 

移植地管理 
△ △ △ △ ◎ ☆  

動物相        

※：●は今回報告分、◎は次年度以降報告分、△は第１期、第２期区域の調査で実施、 

☆は植物調査の最終年度。 

  供用後の調査の開始年については未定。 
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第３章 第１期工区の供用後に係る事後調査 

１．水 質 

１－１ 調査概要 

施設の供用に伴い、施設からの排水が放流先河川である鈴鹿川及び水道水源に与える影響を

把握するため、調査を実施した。 

また、回復緑地に施肥される肥料中の窒素及び燐が、降雨により流出する恐れがあるため、

調整池出口において調査を実施した。 

 

１－１－１ 河川水 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－１に示したとおりである。 

 

表３－１－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年 ４月24日 

平成18年 ５月25日 
生活環境項目 

平成18年 ６月12日 
生活環境項目 

健康項目 

平成18年 ７月31日 

平成18年 ８月31日 

平成18年 ９月26日 

平成18年10月30日 

平成18年11月17日 

生活環境項目 

平成18年12月 ５日 
生活環境項目 

健康項目 

平成19年 １月22日 

平成19年 ２月 ８日 

平成19年 ３月 ６日 

生活環境項目 
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（２）調査地点 

河川の水質調査は、図３－１－１に示した鈴鹿川の現況調査地点１地点において実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１－１ 水質調査地点 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－２に示したとおりである。 

 

● 

凡 例 

●：鈴鹿川 

■：調整池（Ａ、Ｂ） 

▲：水道水源（第１水源） 

■ 
■ 

▲ 

Ａ 
Ｂ 
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表３－１－２ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

生

活

環

境

項

目 

ｐＨ 

ＢＯＤ 

ＣＯＤ 

浮遊物質量（ＳＳ） 

ｎ－ヘキサン抽出物質 

溶存酸素（ＤＯ） 

大腸菌群数 

JIS K0102.12.1 

JIS K0102.21及び32.3 

JIS K0102.17 

昭和46環告59号付表８ 

昭和46環告59号付表９ 

JIS K0102.32.1 

昭和46年環告59号別表２ 

健

康

項

目 

ふっ素 

ほう素 

全シアン 

カドミウム 

鉛 

六価クロム 

総水銀 

アルキル水銀 

砒素 

セレン 

ＰＣＢ 

チウラム 

シマジン 

チオベンカルブ 

トリクロロエチレン 

テトラクロロエチレン 

四塩化炭素 

1,1,1-トリクロロエタン 

1,1,2-トリクロロエタン 

ジクロロメタン 

1,2-ジクロロエタン 

1,1-ジクロロエチレン 

シス-1,2-ジクロロエチレン 

1,3-ジクロロプロペン 

ベンゼン 

JIS K0102.34.1 

JIS K0102.47.3 

JIS K0102.38.1.2及び38.2 

JIS K0102.55.1 

JIS K0102.54.1 

JIS K0102.65.2.1 

昭和46環告59号付表１ 

昭和46環告59号付表２ 

JIS K0102.61.2 

JIS K0102.67.2 

昭和46環告59号付表３ 

昭和46環告59号付表４ 

昭和46環告64号付表５ 

昭和46環告64号付表５ 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 

JIS K0125.5.2 
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（４）調査結果 

放流先河川である鈴鹿川の水質調査結果は表３－１－３に示したとおりである。 

鈴鹿川（鈴国橋より上流）には環境基準のＡＡ類型が指定されており、今回の結果を環境基

準と比較すると、毎月実施した生活環境項目では、４月から３月まで年間を通して大腸菌群数

が環境基準を上回る値であったが、その他の項目については、同基準を満足する値であった。 

また、年２回実施した健康項目の調査では、ふっ素、ほう素、硝酸性・亜硝酸性窒素が検出

されたが、その値は小さく、環境基準を満足する値であった。 

採水状況は、資料編の写真１－１－１～12に示したとおりである。 

 

表３－１－３(1) 水質調査結果（平成18年４月～９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：「水質汚濁に係る環境基準について（昭和46年12月28日、環境庁告示第59号）」 

4月24日 5月25日 6月12日 7月31日 8月31日 9月26日
水素ｲｵﾝ濃度(pH) － 6.5～8.5 7.8 8.1 7.7 7.7 7.8 8.2
生物化学的酸素要求量
(BOD)

mg-O/L 1mg/L以下 0.7 0.5 0.5 <0.5 1.0 <0.5

化学的酸素要求量
(COD)

mg-O/L － 2.5 1.7 1.6 1.1 1.6 1.6

浮遊物質量（SS） mg/L 25mg/L以下 11 <1.0 1.0 <1.0 1.1 <1.0
n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
全窒素 mg-N/L － 1.7 1.2 1.2 1.6 1.7 1.3
全燐 mg-P/L － 0.049 0.029 0.022 0.023 0.061 0.021
溶存酸素(DO) mg-O/L 7.5mg/L以上 9.4 9.6 8.9 8.5 8.4 9.2
大腸菌群数 MPN/100mL50MPN/100mL以下 2400 94 170 5400 1700 920
カドミウム mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.001 － － －
全シアン mg/L 検出されないこと － － <0.1 － － －
鉛 mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.005 － － －
六価クロム mg/L 0.05mg/L 以下 － － <0.02 － － －
砒素 mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.005 － － －
総水銀 mg/L 0.0005mg/L以下 － － <0.0005 － － －
アルキル水銀 mg/L 検出されないこと － － <0.0005 － － －
ＰＣＢ mg/L 検出されないこと － － <0.0005 － － －
セレン mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ふっ素 mg/L 0.8mg/L 以下 － － 0.09 － － －
ほう素 mg/L 1mg/L 以下 － － 0.03 － － －
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁｴﾝ mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.0005 － － －
ジクロロメタン mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
四塩化炭素 mg/L 0.002mg/L以下 － － <0.0002 － － －
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004mg/L以下 － － <0.0004 － － －
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04mg/L 以下 － － <0.004 － － －
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L １mg/L 以下 － － <0.0005 － － －
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006mg/L以下 － － <0.0006 － － －
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002mg/L以下 － － <0.0002 － － －
ベンゼン mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.001 － － －
シマジン mg/L 0.003mg/L以下 － － <0.0003 － － －
チウラム mg/L 0.006mg/L以下 － － <0.0006 － － －
チオベンカルブ mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
硝酸性・亜硝酸性窒素 mg/L 10mg/L 以下 － － 1.1 － － －

項目 単位 環境基準※
平成18年
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表３－１－３(2) 水質調査結果（平成18年10月～平成19年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：「水質汚濁に係る環境基準について（昭和46年12月28日、環境庁告示第59号）」 

 

 

 

 

 

10月30日 11月17日 12月5日 1月22日 2月8日 3月6日
水素ｲｵﾝ濃度(pH) － 6.5～8.5 7.9 7.8 7.9 8.0 8.3 8.1
生物化学的酸素要求量
(BOD)

mg-O/L 1mg/L以下 0.6 0.5 0.7 0.7 0.8 0.8

化学的酸素要求量
(COD)

mg-O/L － 1.0 1.0 1.3 1.6 1.4 2.0

浮遊物質量（SS） mg/L 25mg/L以下 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0
n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L － <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
全窒素 mg-N/L － 1.4 1.4 1.9 1.6 1.5 1.4
全燐 mg-P/L － 0.024 0.040 0.039 0.032 0.027 0.017
溶存酸素(DO) mg-O/L 7.5mg/L以上 10 11 11 12 13 12
大腸菌群数 MPN/100mL50MPN/100mL以下 920 79 540 540 920 70
カドミウム mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.001 － － －
全シアン mg/L 検出されないこと － － <0.1 － － －
鉛 mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.005 － － －
六価クロム mg/L 0.05mg/L 以下 － － <0.02 － － －
砒素 mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.005 － － －
総水銀 mg/L 0.0005mg/L以下 － － <0.0005 － － －
アルキル水銀 mg/L 検出されないこと － － <0.0005 － － －
ＰＣＢ mg/L 検出されないこと － － <0.0005 － － －
セレン mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ふっ素 mg/L 0.8mg/L 以下 － － <0.08 － － －
ほう素 mg/L 1mg/L 以下 － － 0.03 － － －
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁｴﾝ mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.0005 － － －
ジクロロメタン mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
四塩化炭素 mg/L 0.002mg/L以下 － － <0.0002 － － －
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.004mg/L以下 － － <0.0004 － － －
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04mg/L 以下 － － <0.004 － － －
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L １mg/L 以下 － － <0.0005 － － －
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.006mg/L以下 － － <0.0006 － － －
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.002mg/L以下 － － <0.0002 － － －
ベンゼン mg/L 0.01mg/L 以下 － － <0.001 － － －
シマジン mg/L 0.003mg/L以下 － － <0.0003 － － －
チウラム mg/L 0.006mg/L以下 － － <0.0006 － － －
チオベンカルブ mg/L 0.02mg/L 以下 － － <0.002 － － －
硝酸性・亜硝酸性窒素 mg/L 10mg/L 以下 － － 1.5 － － －

項目 単位 環境基準※
平成19年平成18年
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１－１－２ 雨水排水 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－４に示したとおりである。 

 

表３－１－４ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年 ５月11日 

平成18年 ５月18日 

平成18年 ８月29日 

平成19年 ２月 ９日 

雨水排水 

 

（２）調査地点 

調査地点は前掲の図３－１－１に示したとおり、２ヶ所の調整池（Ａ、Ｂ）出口とした。 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－５に示したとおりである。 

 

表３－１－５ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

ｐ Ｈ 

ＢＯＤ 

全窒素 

全 燐 

JIS K0102.12.1 

JIS K0102.21及び32.3 

JIS K0102.45.4 

JIS K0102.46.3備考19 
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（４）調査結果 

調査の結果は表３－１－６(1)に示したとおりであり、調整池Ａでは、ｐＨは 7.7～8.2、Ｂ

ＯＤは 1.0～2.9mg-O/L、全窒素は 0.48～0.84mg-N/L、全燐は 0.027～0.059mg-P/L、調整池Ｂ

では、ｐＨは7.9～8.6、ＢＯＤは0.80～2.6mg-O/L、全窒素は0.40～0.75mg-N/L、全燐は0.018

～0.056mg-P/Lであった。 

なお、参考として昨年度の調査結果を表３－１－６(2)に示したが、全窒素、全燐は昨年度の

調査結果を概ね下回る値であったが、ＢＯＤの一部に昨年度の調査結果を上回る値がみられた。 

採水状況は、資料編の写真１－２－１～８に示したとおりである。 

 

表３－１－６(1) 調整池出口における調査結果 

調整池Ａ 調整池Ｂ 
項目 単位 

5月11日 5月18日 8月29日 2月9日 5月11日 5月18日 8月29日 2月9日 

ｐＨ － 7.7 7.9 8.2 8.2 7.9 8.0 8.6 8.6 

ＢＯＤ mg-O/L 1.0 2.3 1.4 2.9 0.80 2.0 1.3 2.6 

全窒素 mg-N/L 0.76 0.80 0.48 0.84 0.67 0.75 0.40 0.65 

全燐 mg-P/L 0.047 0.052 0.059 0.027 0.019 0.028 0.056 0.018 

水温 ℃ 17.0 17.1 27.2 9.3 18.0 17.1 26.7 10.9 

気温 ℃ 18.0 17.8 26.2 12.1 18.0 17.8 26.2 12.1 

 

表３－１－６(2) 調整池出口における調査結果（参考：平成17年度） 

調整池Ａ 調整池Ｂ 
項目 単位 

7月4日 9月7日 10月18日 2月2日 7月4日 9月7日 10月18日 2月2日 

ｐＨ － 8.1 8.1 7.8 7.9 8.4 8.3 8.3 8.2 

ＢＯＤ mg-O/L 1.3 1.2 1.7 2.3 1.1 1.6 1.8 1.9 

全窒素 mg-N/L 1.2 1.2 0.97 1.1 1.0 1.6 0.91 0.85 

全燐 mg-P/L 0.097 0.17 0.040 0.069 0.055 0.088 0.028 0.030 

水温 ℃ 23.2 25.5 20.5 7.9 24.0 26.2 20.2 6.9 

気温 ℃ 23.0 31.5 19.0 8.3 23.0 31.5 19.0 8.3 
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１－１－３ 水道水源 

（１）調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－１－７に示したとおりである。 

 

表３－１－７ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年 ４月24日 

平成18年 ５月25日 
水道水一般検査項目 

平成18年 ６月12日 
水道水一般検査項目 

水道水精密検査項目 

平成18年 ７月31日 

平成18年 ８月31日 

平成18年 ９月26日 

平成18年10月30日 

平成18年11月17日 

平成18年12月 ５日 

平成19年 １月22日 

平成19年 ２月 ８日 

平成19年 ３月12日 

水道水一般検査項目 

 

（２）調査地点 

調査地点は前掲の図３－１－１に示したとおり、第１水源において調査を実施した。 

 

（３）調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－１－８に示したとおりである。 
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表３－１－８ 調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

一般細菌 

大腸菌群 

塩化物イオン 

有機物（ＴＯＣ） 

ｐＨ値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

残留塩素 

カドミウム 

水銀 

セレン 

鉛 

ヒ素 

六価クロム 

シアン 

硝酸性及び亜硝酸性窒素 

フッ素 

ホウ素 

四塩化炭素 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

亜鉛 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 

鉄 

銅 

ﾅﾄﾘｳﾑ 

ﾏﾝｶﾞﾝ 

ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） 

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ 

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ 

非ｲｵﾝ界面活性剤 

ﾌｪﾉｰﾙ類 

厚生労働省告示第261号 別表第１ 

厚生労働省告示第261号 別表第２ 

厚生労働省告示第261号 別表第13 

厚生労働省告示第261号 別表第30 

厚生労働省告示第261号 別表第31 

厚生労働省告示第261号 別表第33 

厚生労働省告示第261号 別表第34 

厚生労働省告示第261号 別表第36 

厚生労働省告示第261号 別表第41 

厚生労働省告示第318号 別表第１ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第７ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第12 

厚生労働省告示第261号 別表第13 

厚生労働省告示第261号 別表第13 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第16 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第14 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第５ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第５ 

厚生労働省告示第261号 別表第６ 

厚生労働省告示第261号 別表第22 

厚生労働省告示第261号 別表第23 

厚生労働省告示第261号 別表第24 

厚生労働省告示第261号 別表第26 

厚生労働省告示第261号 別表第26 

厚生労働省告示第261号 別表第28 

厚生労働省告示第261号 別表第29 
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（４）調査結果 

調査の結果は表３－１－９に示したとおりであり、毎月実施した一般検査項目では、９月の

大腸菌群が陽性であった以外は、全ての項目、調査日とも、基準値よりも低い値又は定量下限

値未満であった。 

また、年１回実施した精密検査項目では、フッ素、ホウ素、アルミニウム、ナトリウム、カ

ルシウム・マグネシウム等（硬度）、蒸発残留物が検出されたが、いずれもその値は小さく、基

準を満足する値であった。 

採水状況は、資料編の写真１－３－１～12に示したとおりである。 

 

表３－１－９(1) 水道水源調査結果（平成18年４月～９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：「水質基準に関する省令（平成４年12月21日、厚令69）」 

 

 

4月24日 5月25日 6月12日 7月31日 8月31日 9月26日
一般細菌 個/mL 100以下 0 0 6 0 5 4
大腸菌群 － 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陽性
塩化物イオン mg/L 200以下 14.9 12.4 11.7 8.2 13.3 10.4
有機物（ＴＯＣ） mg/L 5以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ｐＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.7 7.2 7.0 7.5 7.0 6.8
臭気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色度 度 5以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
濁度 度 2度以下 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.05
残留塩素 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
硝酸性及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 1.69 1.41 1.23 1.41 1.35 1.24
カドミウム mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
水銀 mg/L 0.0005以下 － － <0.00005 － － －
セレン mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
鉛 mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
ヒ素 mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
六価クロム mg/L 0.05以下 － － <0.005 － － －
シアン mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
フッ素 mg/L 0.8以下 － － 0.09 － － －
ホウ素 mg/L 1.0以下 － － 0.03 － － －
四塩化炭素 mg/L 0.002以下 － － <0.0002 － － －
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ mg/L 0.05以下 － － <0.005 － － －
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 － － <0.001 － － －
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 － － <0.001 － － －
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L 0.02以下 － － <0.001 － － －
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 － － <0.001 － － －
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 0.01以下 － － <0.001 － － －
亜鉛 mg/L 1.0以下 － － <0.005 － － －
ｱﾙﾐﾆｳﾑ mg/L 0.2以下 － － 0.05 － － －
鉄 mg/L 0.3以下 － － <0.03 － － －
銅 mg/L 1.0以下 － － <0.01 － － －
ﾅﾄﾘｳﾑ mg/L 200以下 － － 8.7 － － －
ﾏﾝｶﾞﾝ mg/L 0.05以下 － － <0.005 － － －
ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） mg/L 300以下 － － 35 － － －
蒸発残留物 mg/L 500以下 － － 97 － － －
陰イオン界面活性剤 mg/L 0.2以下 － － <0.02 － － －
ｼﾞｪｵｽﾐﾝ mg/L 0.00002以下 － － <0.000001 － － －
2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ mg/L 0.00002以下 － － <0.000001 － － －
非ｲｵﾝ界面活性剤 mg/L 0.02以下 － － <0.005 － － －
ﾌｪﾉｰﾙ類 mg/L 0.005以下 － － <0.0005 － － －

単位項目 基準値※
平成18年
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表３－１－９(2) 水道水源調査結果（平成18年10月～平成19年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：「水質基準に関する省令（平成４年12月21日、厚令69）」 

 

 

10月30日 11月17日 12月5日 1月22日 2月8日 3月12日
一般細菌 個/mL 100以下 1 0 0 0 4 3
大腸菌群 － 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性
塩化物イオン mg/L 200以下 11.4 16.1 15.6 15.6 19.5 18.0
有機物（ＴＯＣ） mg/L 5以下 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
ｐＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.3 6.8 7.2 6.9 7.1 7.1
臭気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色度 度 5以下 <0.5 <0.5 <0.5 0.6 <0.5 <0.5
濁度 度 2度以下 <0.05 <0.05 <0.05 0.06 <0.05 0.06
残留塩素 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
硝酸性及び亜硝酸性窒素 mg/L 10以下 1.44 1.62 1.58 1.12 1.53 1.36
カドミウム mg/L 0.01以下 － － － － － －
水銀 mg/L 0.0005以下 － － － － － －
セレン mg/L 0.01以下 － － － － － －
鉛 mg/L 0.01以下 － － － － － －
ヒ素 mg/L 0.01以下 － － － － － －
六価クロム mg/L 0.05以下 － － － － － －
シアン mg/L 0.01以下 － － － － － －
フッ素 mg/L 0.8以下 － － － － － －
ホウ素 mg/L 1.0以下 － － － － － －
四塩化炭素 mg/L 0.002以下 － － － － － －
1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ mg/L 0.05以下 － － － － － －
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.02以下 － － － － － －
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.04以下 － － － － － －
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/L 0.02以下 － － － － － －
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01以下 － － － － － －
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.03以下 － － － － － －
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/L 0.01以下 － － － － － －
亜鉛 mg/L 1.0以下 － － － － － －
ｱﾙﾐﾆｳﾑ mg/L 0.2以下 － － － － － －
鉄 mg/L 0.3以下 － － － － － －
銅 mg/L 1.0以下 － － － － － －
ﾅﾄﾘｳﾑ mg/L 200以下 － － － － － －
ﾏﾝｶﾞﾝ mg/L 0.05以下 － － － － － －
ｶﾙｼｳﾑ､ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度） mg/L 300以下 － － － － － －
蒸発残留物 mg/L 500以下 － － － － － －
陰イオン界面活性剤 mg/L 0.2以下 － － － － － －
ｼﾞｪｵｽﾐﾝ mg/L 0.00002以下 － － － － － －
2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ mg/L 0.00002以下 － － － － － －
非ｲｵﾝ界面活性剤 mg/L 0.02以下 － － － － － －
ﾌｪﾉｰﾙ類 mg/L 0.005以下 － － － － － －

平成18年 平成19年
単位項目 基準値※
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２．悪 臭 

２－１ 調査概要 

施設の供用に伴い、施設から発生する悪臭が周辺集落に影響を及ぼす恐れがあるため、事業

実施区域の風下側において調査を実施した。 

 

２－２ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－２－１に示したとおりである。 

 

表３－２－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成19年１月12日 施設供用時における悪臭調査 

 

２－３ 調査地点 

調査地点は、図３－２－１に示したとおり調査当日の風向（西北西）を考慮し、風下側の１

地点とした。 
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図３－２－１ 悪臭調査地点 

 

● 

凡 例 

 ● ：調査地点 



 20 

２－４ 調査項目及び分析方法 

調査項目及び分析方法は、表３－２－２に示したとおりである。 

 

表３－２－２ 調査方法及び分析方法 

項 目 分析方法 

アンモニア 昭和47年環境庁告示第９号別表第１ 

メチルメルカプタン 

硫化水素 

硫化メチル 

二硫化メチル 

昭和47年環境庁告示第９号別表第２ 

トリメチルアミン 昭和47年環境庁告示第９号別表第３ 

アセトアルデヒド 

プロピオンアルデヒド 

ノルマルブチルアルデヒド 

イソブチルアルデヒド 

ノルマルバレルアルデヒド 

イソバレルアルデヒド 

昭和47年環境庁告示第９号別表第４の１ 

イソブタノール 昭和47年環境庁告示第９号別表第５ 

酢酸エチル 

メチルイソブチルケトン 
昭和47年環境庁告示第９号別表第６の２ 

トルエン 

スチレン 

キシレン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第７の２ 

プロピオン酸 

ノルマル酪酸 

ノルマル吉草酸 

イソ吉草酸 

昭和47年環境庁告示第９号別表第８ 

風 向 

風 速 

気 温 

気 

象 

湿 度 

地上気象観測指針（気象庁）による 

 

２－５ 調査結果 

調査の結果、表３－２－３に示したとおり、硫化メチル１項目が検出されたが、その値は小

さく、排出規制基準を下回るものであった。 

その他の項目は全て定量下限値未満であった。 

なお、調査状況の写真は、資料編の写真２－１に示したとおりである。 



 21 

表３－２－３ 調査結果 

項  目 単 位 排出規制基準※ 調査結果 

 アンモニア ppm   １以下 <0.1 

 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm   0.002以下 <0.0002 

 硫化水素 ppm   0.02以下 <0.002 

 硫化メチル ppm   0.01以下 0.002 

 二硫化メチル ppm   0.009以下 <0.0009 

 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm   0.005以下 <0.0005 

 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm   0.05以下 <0.01 

 ﾌ゚ ﾛﾋ゚ ｵﾝｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ ppm   0.05以下 <0.01 

 ﾉﾙﾏﾙﾌ゙ ﾁﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ゙  ppm   0.009以下 <0.002 

 ｲｿﾌ゙ ﾁﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ゙  ppm   0.02以下 <0.002 

 ﾉﾙﾏﾙﾊ゙ ﾚﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ゙  ppm   0.009以下 <0.002 

 ｲｿﾊ゙ ﾚﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ゙  ppm   0.003以下 <0.002 

 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm   0.9以下 <0.09 

 酢酸エチル ppm   3以下 <0.3 

 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm   1以下 <0.1 

 トルエン ppm  10以下 <1 

 スチレン ppm   0.4以下 <0.04 

 キシレン ppm   1以下 <0.1 

 プロピオン酸 ppm   0.03以下 <0.003 

 ノルマル酪酸 ppm   0.001以下 <0.0005 

 ノルマル吉草酸 ppm   0.0009以下 <0.0005 

 イソ吉草酸 ppm   0.001以下 <0.0005 

 天 候  － 晴れ 

 気 温 ℃ － 7.2 

 湿 度 ％ － 61 

 風 向  － WNW 

気 
 

象 

 風 速 ｍ/ｓ － 0.8 

※排出規制基準：悪臭防止法に基づく｢悪臭物質の排出を規制
する地域の指定及び規制基準｣（平成７年三
重県告示第228号） 
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３．特筆すべき植物移植地の管理 

３－１ 調査概要 

移植を行った特筆すべき植物の生育を良好に保つため、各移植地において除草・間伐等の管

理作業を行った。 

 

３－２ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日及び調査内容は表３－３－１に示したとおりである。 

 

表３－３－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年 ４月25日 

平成18年 ５月11日 

平成18年 ６月20日 

平成18年 ７月31日 

平成18年 ８月24日 

平成18年 ９月20日 

平成18年10月17日 

平成19年 ３月13日 

移植地管理 

 

３－３ 調査位置 

特筆すべき植物の移植地管理作業は、図３－３－１に示したとおり、それぞれの移植地にお

いて実施した。 

 

３－４ 調査結果 

除草作業の状況は、資料編の写真３－１～64に示したとおりである。 
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図３－３－１ 特筆すべき植物移植地管理作業実施場所 

 

№１ 

● 

● 

№２ 

● 

№３ 

● 

№４ 

凡 例 

●：特筆すべき植物移植地 
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４．特筆すべき動物 

４－１ 調査概要 

第１期工区の事業の実施が、特筆すべき動物の生息に与える影響を把握するために調査を実施

した。 

 

４－２ ニホンカモシカ 

４－２－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域及びその周辺において、ニホンカモシカの生息確認調査を実施した。 

調査年月日は表３－４－１に示したとおりである。 

 

表３－４－１ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成19年１月25日 生息確認調査 

 

４－２－２ 調査ルート 

調査ルートは図３－４－１に示した第１期工区北側の未改変区域及び、現況調査時に生息を

確認（足跡）した第１期工区西側とした。 

 

４－２－３ 調査方法 

調査は、事業実施区域及びその周辺を任意に踏査し、足跡、糞等のフィールドサインによる

生息確認を実施するとともに、８倍程度の双眼鏡を用いて本種の確認に努めた。 

 

４－２－４ 調査結果 

調査を行った結果、本種の生息は確認できなかった。 

調査状況の写真は、資料編の写真４－１、２に示したとおりである。 
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図３－４－１ ニホンカモシカ調査ルート 

凡 例 

：調査ルート 

：事業実施区域 
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４－３ オオタカ、ハイタカ、クマタカ、チゴハヤブサ 

４－３－１ 調査年月日及び調査方法、調査対象種 

調査年月日及び調査方法、調査対象種は表３－４－２に示したとおりである。 

過去に営巣の確認記録のあるオオタカについては、繁殖期における調査も実施した。 

調査は、定点観察により行い、対象種が確認された場合には各調査員が無線機を用いて連絡

を取り合い、より詳細に行動を記録することとした。 

調査にあたっては、８倍程度の双眼鏡及び25倍程度の望遠鏡を用いた。 

 

表３－４－２ 調査年月日及び調査方法、調査対象種 

調査年月日 調査時間 調査方法 対象種 

平成18年４月18日 

平成18年５月25日 

平成18年６月 ６日 

平成18年７月27日 

6:00～13:00 ｵｵﾀｶ 

平成19年３月 １日 6:30～14:00 

定点観察調査 

ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、 

ｸﾏﾀｶ、ﾁｺﾞﾊﾔﾌﾞｻ 

 

４－３－２ 調査地点及び調査範囲 

調査地点は図３－４－２に示したとおりであり、オオタカの繁殖期における調査では、過去

の営巣地周辺を見渡せる場所の２地点を、その他は事業実施区域を広く見渡せる４地点を設定

した。 
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図３－４－２ オオタカ他調査地点 

凡 例 

●１、２：定点観察地点（オオタカ繁殖期調査） 

●１～４：定点観察地点（オオタカ他生息確認調査） 

 ：事業実施区域 

●１ 

●３ 

●２ 

●４ 
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４－３－３ 調査結果 

現地調査の結果、オオタカの繁殖期における調査では、オオタカを確認することはできなか

った。 

また、オオタカ、ハイタカ、クマタカ、チゴハヤブサの調査時には、表３－４－３に示した

とおりクマタカ、ハイタカを確認した。 

確認したクマタカ、ハイタカの飛翔経路は図３－４－３に示したとおりである。 

なお、確認状況はいずれも飛翔のみで、繁殖を示唆する行動（ディスプレイや巣材運び等）

は確認できなかった。 

調査状況は、資料編の写真４－３～10及び写真４－12～15に示したとおりである。 

 

表３－４－３ 生息確認状況 

№ 種 名 雌雄・齢 確認時間 確認状況 

１ クマタカ 不明・不明 9:20～9:20 

事業実施区域の北側遠方におい

て、飛翔している個体を確認。す

ぐに手前の樹林で消失。 

２ ハイタカ 雌・成鳥 14:04～14:05 

事業実施区域東側の調整池上空付

近を飛翔している個体を確認。風

に向かいながら西方向へ飛翔続

け、手前の樹林で消失。 

※：表中の№は、図３－４－３の№に対応する。 
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図３－４－３ クマタカ、ハイタカ確認状況 

 

凡 例 

    ：クマタカ飛翔軌跡 

    ：ハイタカ飛翔軌跡 

 ：事業実施区域 

１ 

２ 
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４－４ ヤマセミ、サンコウチョウ、チュウサギ、サンショウクイ 

４－４－１ 調査年月日及び調査方法 

調査年月日及び調査方法は表３－４－４に示したとおりである。 

調査は、調査範囲内を任意に踏査し、対象種の生息の確認に努めた。 

また、調査にあたっては８倍程度の双眼鏡を用いた。 

 

表３－４－４ 調査年月日及び調査方法 

対象種 調査年月日 調査方法 

ヤマセミ 
平成18年４月18日 

     ５月25日 

サンコウチョウ 平成18年６月 ６日 

チュウサギ 

サンショウクイ 
平成18年７月27日 

任意観察調査 

 

４－４－２ 調査範囲 

調査範囲は図３－４－４に示したとおりであり、事業実施区域西側の残地等を中心に、事業

実施区域周辺を広く踏査した。 
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図３－４－４ ヤマセミ等任意観察の主な踏査ルート 

 

凡 例 

    ：任意観察調査の主な踏査ルート 

 ：事業実施区域 
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４－４－３ 調査結果 

現地調査の結果、表３－４－５に示したとおりチュウサギ１種の生息を確認した。 

確認状況は、水田での採餌行動や樹木の頂上での休息であり、繁殖を示唆する行動（巣材運

び、コロニーの形成等）は確認できなかった。 

チュウサギの確認状況は図３－４－５に示したとおりである。 

調査状況は、資料編の写真４－９～11及び写真４－16、17に示したとおりである。 

 

表３－４－５ チュウサギ確認状況 

№ 確認年月日 確認状況 

１ 平成18年７月27日 

事業実施区域西側の水田において採餌中の

１個体を確認。近隣のスギの頂上での休息

と採餌を繰り返していた。 

注：表中の№は図３－４－５の番号に対応する。 
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図３－４－５ チュウサギ確認状況 

凡 例 

● ：チュウサギ確認位置 

  ：事業実施区域 

●１ 
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４－５ モリアオガエル 

４－５－１ 調査年月日及び調査内容 

平成 16年度に卵塊を移殖した事業実施区域内の溜池及び隣接する溜池においてモリアオガ

エルの生息確認調査（卵塊確認調査）を実施した。また、事業実施区域内に残存する溜池につ

いても生息確認調査を実施し、採取可能な卵塊については移殖を行った。 

調査年月日及び調査内容は表３－４－６に示したとおりである。 

 

表３－４－６ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年５月31日 生息（卵塊）確認調査及び移殖調査 

 

４－５－２ 調査場所 

調査場所は図３－４－６に示した第１期工区内の溜池とした。 

 

４－５－３ 調査方法 

溜池周囲の樹林等を目視により観察し、本種の卵塊の有無について調査した。 

また、確認した卵塊は可能な限り採集（高所にあり採集不能な卵塊等を除く）し２ヶ所の溜

池に移殖した。 

移殖は１卵塊ずつメッシュの袋に入れ、溜池上に張り出した樹木の枝にくくりつけた。 

 

４－５－４ 調査結果 

調査を行った溜池14ヶ所のうち、７ヶ所の溜池において計26卵塊を確認した。 

各溜池での確認数は２～８卵塊で、採集できた卵塊は８塊であった。 

採集した卵塊は北側の移殖池に移殖した。 

また、移殖先の溜池では、北側の溜池（事業実施区域内）で５卵塊を確認したが、西側の溜

池（事業実施区域に隣接）では確認出来なかった。 

北側の溜池では、本種は定着したものと考えられる。 

確認位置及び卵塊数等は図３－４－７に示したとおりである。 

調査状況は、資料編の写真４－18～20に示したとおりである。 
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図３－４－６ モリアオガエル調査場所 

 

 

凡 例 

●：調査地点（溜池） 

▲：移殖地点（溜池） 

● 

▲ 

● 
● 

▲ 
● 

● 

● 
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● 
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図３－４－７ モリアオガエル卵嚢確認地点及び卵嚢移殖地点 
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凡 例 

●：卵塊確認地点（溜池） 

▲：卵塊移殖地点（溜池） 

※図中の数字は確認卵塊数を、 

 （ ）数字は移殖卵塊数を示す。 

8(3) 

3(2) 

5（新たな移殖卵塊数：8） 

0 

0 

0 

0 3(1) 

0 

2(1) 0 

0 

3(1) 

2 
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４－６ ハルゼミ 

４－６－１ 調査年月日及び調査内容 

事業区域及び周辺において、ハルゼミの生息確認調査（鳴声確認調査）を実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－４－７に示したとおりである。 

 

表３－４－７ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年５月25日 生息確認調査 

 

４－６－２ 調査場所 

調査場所は図３－４－８に示した第１期工区及びその周辺とした。 

 

４－６－３ 調査方法 

調査は、本種の鳴声を録音したテープの再生により共鳴させる方法で生息の確認に努めた。 

 

４－６－４ 調査結果 

調査を行った結果、図３－４－８に示したとおり事業区域南東側に隣接する公園（サンシャ

インパーク）内の３ヶ所及び事業実施区域西側の林内１ヶ所で鳴声により生息を確認した。 

なお、いずれの確認地点も２～３個体と少数であった。 

調査状況は、資料編の写真４－21～22に示したとおりである。 
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図３－４－８ ハルゼミ調査の主な調査ルート及び確認地点 

凡 例 

   ：踏査ルート 

   ：確認範囲 

2～3個体 

2～3個体 

2～3個体 

2～3個体 
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４－７ ゲンジボタル 

４－７－１ 調査年月日及び調査内容 

事業区域周辺において、ゲンジボタルの生息確認調査を実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－４－８に示したとおりである。 

 

表３－４－８ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年６月 13日 成虫確認調査 

平成19年３月 ９日 幼虫確認調査 

 

４－７－２ 調査ルート及び調査場所 

成虫及び幼虫の調査ルートは図３－４－９に示した第１期工区周辺の河川及び水路等とした。 

 

４－７－３ 調査方法 

成虫については事業実施区域周辺の河川及び水路等を夜間に任意踏査し、目視または補虫網

により捕獲し本種の確認に努めた。 

幼虫については、成虫確認場所周辺を中心に、河川・水路内の礫等を足で攪拌し、その下流

側にタモ網を受け、流れに乗って流下する幼虫を掬い取る方法で本種の確認に努めた。 

 

４－７－４ 調査結果 

調査を行った結果、図３－４－10に示したとおり事業区域西側の８ヶ所で計 23個体の成虫

を確認した。 

確認状況は、いずれの地点も１～８個体と生息密度は低い状況であった。 

また、成虫確認場所を中心に実施した幼虫調査においては、幼虫の生息を確認することはで

きなかった。 

調査状況は、資料編の写真４－23～27に示したとおりである。 
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図３－４－９ ゲンジボタル（成虫・幼虫）調査ルート 

 

凡 例 

    ：成虫調査ルート 

    ：幼虫調査ルート 
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図３－４－10 ゲンジボタル（成虫）確認地点 
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凡 例 

 ● ：成虫確認地点 
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４－８ クロシオハマキ 

４－８－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域において、クロシオハマキ（成虫）の生息確認調査をライトトラップ（カーテ

ン法）調査により実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－４－９に示したとおりである。 

 

表３－４－９ 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 調査内容 

平成18年７月25日 

（18:40～22:30） 

ライトトラップ（カーテン法）

による生息確認調査 

 

４－８－２ 調査場所 

調査場所は図３－４－11に示した第１期工区内の１地点で実施した。 

 

４－８－３ 調査方法 

調査場所の林縁部に約２ｍ×３ｍの白幕を張り、光源としてブラックライト、ケミカルライ

ト各１本（各20ｗ）、青色蛍光灯２本（各20ｗ）を設置し、日没から４時間点灯して誘引され

る本種の確認に努めた。 

 

４－８－４ 調査結果 

調査を行った結果、カーテンに飛来した♂１個体を確認した。 

調査状況は、資料編の写真４－28～30に示したとおりである。 
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図３－４－11 ライトトラップ調査地点 

凡 例 

 ● ：ライトトラップ設

置位置 

 

● 
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４－９ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ、ﾂﾏｼﾞﾛｳﾗｼﾞｬﾉﾒ、ｵｵﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ、ﾊﾈﾋﾞﾛｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ、ｲﾄｳﾊﾊﾞﾁ、ｲｼｶﾞｹﾁｮｳ 

４－９－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域及び周辺において、ツマグロキチョウ等の昆虫類について生息確認調査を実施

した。 

調査年月日及び調査内容は表３－４－10に示したとおりである。 

 

表３－４－10 調査年月日及び調査内容 

調査年月日 対象種 調査内容 

平成18年 ６月29日 

ツマグロキチョウ 

ツマジロウラジャノメ 

オオヒョウタンゴミムシ 

ハネビロエゾトンボ 

イトウハバチ 

平成18年 ９月20日 イシガケチョウ 

生息確認調査 

 

４－９－２ 調査ルート 

調査ルートは図３－４－12に示した第１期工区及びその周辺で実施した。 

 

４－９－３ 調査方法 

林縁部や放棄水田等を任意に踏査し、捕虫網を用いての捕獲又は目視により対象種の確認に

努めた。 

 

４－９－４ 調査結果 

調査を行った結果、ツマグロキチョウ等、調査対象とした昆虫類の生息は確認できなかった。 

調査状況は、資料編の写真４－31～34に示したとおりである。 
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図３－４－12 ツマグロキチョウ等調査ルート 

 

 

 

凡 例 

    ：調査ルート 
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５．特筆すべき水生生物 

第１期工区の事業の実施が、特筆すべき水生生物の生息に与える影響を把握するために調査を

実施した。 

 

５－１ 調査年月日及び調査内容 

事業実施区域内の溜池、水路及び周辺の水路等において、特筆すべき水生生物の生息確認調

査を実施した。 

調査年月日及び調査内容は表３－５－１に示したとおりである。 

 

表３－５－１ 調査対象種別調査年月日及び調査内容 

調査対象種 調査年月日 調査内容 

ホトケドジョウ 

メダカ 

アカザ 

カワバタモロコ 

マダラシマゲンゴロウ 

平成18年５月18日 生息確認調査 

 

５－２ 調査場所 

調査場所は図３－５－１に示した第１期工区内の溜池、水路及び周辺の水路等で実施した。 

 

５－３ 調査方法 

溜池については、カゴ網と目視やタモ網等を用いて実施した。 

水路等については、タモ網を用いて任意調査を実施した。 

 

５－４ 調査結果 

調査を行った結果、今回調査対象とした特筆すべき水生生物５種（カワバタモロコ、ホトケ

ドジョウ、メダカ、アカザ、マダラシマゲンゴロウ）のうち、図３－５－２に示した事業実施

区域西側の水路においてホトケドジョウ２個体を確認した。 

その他の特筆すべき水生生物については、確認できなかった。 

調査状況は、資料編の写真５－１～５に示したとおりである。 
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図３－５－１ 水生生物溜池調査地点及び水路等調査場所 

 

凡 例 

   ：水路調査場所 

 ● ：ため池調査場所 
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● 
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図３－５－２ ホトケドジョウ確認位置 

 

 

● 

凡 例 

 ● ：ホトケドジョウ 

確認位置 
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第４章 第１期工区第４期造成工事に係る事後調査 

１．大気質 

１－１ 調査概要 

第４期造成工事（図４－１－１参照）のうち、４月に着工した「その１」工事区域（東側区

域）及び９月に着工した「その２」工事区域（北側区域及び南側区域（「その１」の西側区域）

の２ヶ所）について、各工事区域の重機の稼働台数が最大となる時期に、風下側集落において

調査を実施した。 

なお、風下側に集落がない場合や、風下側集落との間に高速道路を挟む場合などは、風下に

近い集落とした。 

 

１－２ 調査時期及び調査項目 

調査は、重機の排気ガスからの影響を把握するため、表４－１－１に示した重機の稼働台数

が最大となる時期に１週間の連続測定を実施した。 

なお、その１造成工事については、８月と10月に重機の稼働台数が最大となる時期があるた

め、２回実施した。 

 

表４－１－１ 調査時期及び対象工事区域 

調査年月日 対象工事区域 

平成18年 ８月25日～31日（７日間） 

平成18年10月19日～25日（７日間） 

その１造成工事区域 

（図４－１－１参照） 

平成18年12月 ６日～12日（７日間） 
その２造成工事区域 

（図４－１－１参照） 
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１－３ 調査地点 

調査地点は、当該地域における過去10年間の当該月の平均風向（表４－１－２参照）を考慮

して、図４－１－１に示したとおり決定した。 

その１造成工事の調査時期のうち、１回目の８月は、東から南東の風が主風向であるため、

№１で、２回目の10月は、西から北西の風であることを考慮し、№２で実施した。 

その２造成工事では、12月は北西の風が主風向となるが、２ヶ所ある工事区域のうち、北側

工事区域については北西風による風下側付近には集落がないことから、南側の№３で実施する

こととし、南側工事区域では、№１で実施した。 

 

表４－１－２ 過去10年間の当該地域における平均風向 

年 ８月 10月 12月 

2006年 東南東 西北西 西北西 

2005年 西北西 西 西 

2004年 南東 東 西北西 

2003年 東 北西 西 

2002年 北西 北西 北西 

2001年 東 北西 西北西 

2000年 東南東 北西 西北西 

1999年 東南東 北西 西北西 

1998年 北西 東南東 西北西 

1997年 南西 北西 北西 

集計 東～南東 西～北西 北西 

※出典：気象観測（電子閲覧室：気象庁、亀山観測局） 

 

１－４ 調査方法 

調査項目及び調査方法は、表４－１－３に示したとおりである。 

なお、風向・風速については、地上 10ｍに風車型微風向風速計を設置して毎正時前 10分間平

均値を観測し、風速0.4m/s以下は静穏（Calmと表示）とした。 

 

表４－１－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目 調査方法 

風向（ＷＤ） 
風速（ＷＳ） 

「地上気象観測指針」（気象庁）に定める測定
方法に準拠 

一酸化窒素（ＮＯ） 
二酸化窒素（ＮＯ2） 
窒素酸化物（ＮＯＸ） 

「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭
和 53年環境庁告示第 38号）に定める測定方
法 

二酸化硫黄（ＳＯ2） 
浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

「大気の汚染に係る環境基準について」（昭
和 48年環境庁告示第 25号）に定める測定方
法 
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図４－１－１ 工事区域及び大気質測定地点 

 

● 

● 

№１ 

№２ ● №３ 

第１期工区第４期（その２）

造成工事区域 

第１期工区第４期（その１）

造成工事区域 
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１－５ 調査結果 

１－５－１ 第１期工区第４期（その１）造成工事 

調査結果は表４－１－４に示したとおりである。 

調査状況は、資料編の写真６－１～３に示したとおりである。 

 

（１）一酸化窒素（ＮＯ）、二酸化窒素（ＮＯ２）、窒素酸化物（ＮＯｘ） 

調査の結果、環境基準の設定されている二酸化窒素（ＮＯ２）では、日平均値は 0.008～

0.009ppmであり、環境基準を下回る値であった。 

また、中央環境対策審議会答申の短期指針値（0.1～0.2ppm以下）として設定されている二

酸化窒素（ＮＯ２）の１時間値の最大値は 0.025～0.045ppmであり、指針値を下回る値であっ

た。 

（２）二酸化硫黄（ＳＯ２） 

調査の結果、環境基準の設定されている日平均値は 0.003～0.004ppm、１時間値の最大値は

0.009～0.010ppmであり、いずれも環境基準を下回る値であった。 

（３）浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

調査の結果、環境基準の設定されている日平均値は 0.028～0.033mg/m３、１時間値の最大値

は0.070～0.081mg/m３であり、いずれも環境基準を下回る値であった。 

 

表４－１－４ 第１期工区第４期（その１）工事中の大気質調査結果 

一酸化窒素 

（ＮＯ） 

二酸化窒素 

（ＮＯ２） 

窒素酸化物 

（ＮＯｘ） 

二酸化硫黄 

（ＳＯ２） 

浮遊粒子状物質 

（ＳＰＭ） 項 目 

（ppm） （ppm） （ppm） （ppm） （mg/m３） 

日平均値 － 
0.04～0.06 

以下 
－ 0.04以下 0.10以下 

環境基準 

１時間値 － － － 0.1以下 0.20以下 

地点 

中央環境審

議会答申値 
１時間値 － 

0.1～0.2 

以下 
－ － － 

日平均値 0.002 0.009 0.011 0.004 0.028 

№１ 

１回目 

(H18.8.25 

～31) 
１時間値 

の最大値 
0.016 0.025 0.033 0.009 0.070 

日平均値 0.010 0.008 0.019 0.003 0.033 

№２ 

２回目 

(H18.10.19 

～25) 
１時間値 

の最大値 
0.079 0.045 0.093 0.010 0.081 

※：環境基準については、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年環告25）及び「二酸化窒素に

係る環境基準の改定について」（昭和53年環告38）による。 



 53 

１－５－２ 第１期工区第４期（その２）造成工事 

調査結果は表４－１－５に示したとおりである。 

調査状況は、資料編の写真７－１～２に示したとおりである。 

 

（１）一酸化窒素（ＮＯ）、二酸化窒素（ＮＯ２）、窒素酸化物（ＮＯｘ） 

調査の結果、環境基準の設定されている二酸化窒素（ＮＯ２）では、日平均値は 0.010～

0.016ppmであり、環境基準を下回る値であった。 

また、中央環境対策審議会答申の短期指針値（0.1～0.2ppm以下）として設定されている二

酸化窒素（ＮＯ２）の１時間値の最大値は 0.037～0.045ppmであり、指針値を下回る値であっ

た。 

（２）二酸化硫黄（ＳＯ２） 

調査の結果、環境基準の設定されている日平均値は0.002ppm、１時間値の最大値は0.005ppm

であり、いずれも環境基準を下回る値であった。 

（３）浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

調査の結果、環境基準の設定されている日平均値は 0.020～0.022mg/m３、１時間値の最大値

は0.083～0.104mg/m３であり、いずれも環境基準を下回る値であった。 

 

表４－１－５ 第１期工区第４期（その２）工事中の大気質調査結果 

一酸化窒素 

（ＮＯ） 

二酸化窒素 

（ＮＯ２） 

窒素酸化物 

（ＮＯｘ） 

二酸化硫黄 

（ＳＯ２） 

浮遊粒子状物質 

（ＳＰＭ） 項 目 

（ppm） （ppm） （ppm） （ppm） （mg/m３） 

日平均値 － 
0.04～0.06 

以下 
－ 0.04以下 0.10以下 

環境基準 

１時間値 － － － 0.1以下 0.20以下 

地点 

中央環境審議

会答申値 
１時間値 － 

0.1～0.2 

以下 
－ － － 

日平均値 0.016 0.016 0.032 0.002 0.022 

№１ 

南側区域対象 

(H18.12.6～ 

12) 
１時間値 

の最大値 
0.164 0.045 0.201 0.005 0.083 

日平均値 0.008 0.010 0.018 0.002 0.020 

№３ 

北側区域対象 

(H18.12.6～ 

12) 
１時間値 

の最大値 
0.104 0.037 0.135 0.005 0.104 

※：環境基準については、「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年環告25）及び「二酸化窒素に

係る環境基準の改定について」（昭和53年環告38）による。 
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２．騒 音 

２－１ 調査概要 

第４期工事の造成工事中において、重機の稼働台数が最大となり、騒音の影響が大きくなる

と予想される時期に調査を実施した。 

なお、第4期工事は、前述の「１．大気質」の項に示したとおり、「その１」工事と「その２」

工事に分けられ、さらに「その２」工事は北側と南側の２ヶ所で行われている。 

 

２－２ 調査時期及び対象工事区域 

調査は、表４－２－１に示したとおり、重機の稼働計画において重機の稼働台数が最大とな

る時期に実施した。 

 

表４－２－１ 調査時期及び対象工事区域 

調査年月日 対象工事区域 

平成18年 ８月30日 

平成18年10月20日 

第1期工事第4期 

（その１）造成工事 

平成18年12月 ６日 
第1期工事第4期 

（その２）造成工事 

 

２－３ 調査地点 

調査地点は、図４－２－１に示したとおり、事業実施区域敷地境界のうち、工事区域と周辺

集落とが接近している場所７地点（№１～７）、及び周辺集落の３地点（№Ａ～Ｃ）の計10地

点とした。 

なお、各工事における調査地点については、表４－２－２に示したとおりである。 

 

表４－２－２ 対象工事別騒音調査地点 

調査地点 
対象工事 

敷地境界地点 周辺集落地点 

第1期工事第4期 

（その１）造成工事 
№１、№２、№３ №Ａ、№Ｂ 

第1期工事第4期 

（その２）造成工事 

№４、№５、№６ 

№７ 
№Ｂ、№Ｃ 

 

２－４ 調査項目及び調査方法 

調査項目は、環境騒音及び建設騒音とし、環境騒音の調査方法は、「騒音に係る環境基準」（環

境庁告示第64号）に、建設騒音は、JIS Z 8731に基づいた。 
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図４－２－１ 騒音調査地点 

 

№Ａ 

● 

● 

▲ 

№３ 

凡 例 

 ● ：環境騒音（集落） 

 ▲ ：建設騒音（敷地境界） 

№１ 

第１期工区第４期（その２）

造成工事区域 

第１期工区第４期（その１）

造成工事区域 

▲ 

№２ 

▲ 

№Ｂ 

▲ 

▲ 

▲ №７ 

№５ 

● 

№Ｃ 

№４ 

▲ 

№６ 
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２－５ 調査結果 

２－５－１ 第１期工区第４期（その１）造成工事 

調査結果は以下のとおりである。 

調査状況は、資料編の写真８－１～10に示したとおりである。 

 

（１）環境騒音 

調査結果は、表４－２－３に示したとおり、周辺集落内において、41～51dBの範囲であった。 

 

表４－２－３ 環境騒音調査結果 

騒音レベル 
調査回数 調査日 地点 測定時刻 

LAeq,10min L50
※ 

№Ａ 10:13～ 45 44 
１回目 

平成18年 

８月30日 №Ｂ 11:14～ 41 41 

№Ａ 9:40～ 51 45 
２回目 

平成18年 

10月20日 №Ｂ 10:20～ 49 44 

※：Ｌ50は参考値 

 

（２）建設騒音 

調査結果は、表４－２－４に示したとおり、敷地境界において、53～63dBの範囲であった。 

本建設工事は、「三重県生活環境の保全に関する条例」に定める、「特定建設作業に伴って発

生する騒音の規制に関する基準」の適用を受け、「敷地境界で85dBを超える大きさのものでな

いこと」と定められている。 

今回の調査結果では、敷地境界の各地点とも、いずれの調査時期も同基準を下回る値であっ

た。 

 

表４－２－４ 騒音調査結果 

騒音レベル 
調査回数 調査日 地点 測定時刻 

L５ 

№１ 10:36～ 54 

№２ 10:55～ 61 １回目 
平成18年 

８月30日 
№３ 11:40～ 62 

№１ 9:57～ 53 

№２ 10:10～ 63 ２回目 
平成18年 

10月20日 
№３ 10:41～ 63 
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２－５－２ 第１期工区第４期（その２）造成工事 

調査結果は以下のとおりである。 

調査状況は、資料編の写真９－１～６に示したとおりである。 

 

（１）環境騒音 

調査結果は、表４－２－５に示したとおり、周辺集落内において、37～44dBの範囲であった。 

 

表４－２－５ 環境騒音調査結果 

騒音レベル 
調査日 地点 測定時刻 

LAeq,10min L50
※ 

№Ｂ 13:43～ 44 43 平成18年 

12月 ６日 №Ｃ 15:06～ 37 36 

※：Ｌ50は参考値 

 

（２）建設騒音 

調査結果は、表４－２－６に示したとおり、敷地境界において、41～72dBの範囲であった。 

本調査結果についても、「三重県生活環境の保全に関する条例」に定める、「特定建設作業に

伴って発生する騒音の規制に関する基準」の適用を受け、「敷地境界で85dBを超える大きさの

ものでないこと」と定められているが、敷地境界の各地点とも、同基準を下回る値であった。 

 

表４－２－６ 騒音調査結果 

騒音レベル 
調査日 地点 測定時刻 

L５ 

№４ 14:38～ 47 

№５ 14:52～ 41 

№６ 14:24～ 45 

平成18年 

12月６日 

№７ 13:27～ 72 
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３．濁 水 

３－１ 調査概要 

第４期工事の造成工事中において、降雨による濁水が下流の椋川に与える影響を把握するた

め、調査を実施した。 

 

３－２ 調査時期、調査内容等 

調査年月日及び調査内容は、表４－３－１に示したとおりである。また、調査当日から調査

実施５日前までの降雨状況は、表４－３－２に示したとおりである。 

なお、造成工事開始直後の降雨後時の採水については、工事区域から濁水として流出する土

壌の特性を把握するため、10試料を任意に採取し、ＳＳ濃度と濁度との相関図を作成すること

とした。 

また、平成18年10月の調査からは、第１期工区第４期（その２）造成工事が着工されたた

め、Ａ調整池出口の地点を追加した。 

 

表４－３－１ 調査年月日及び調査内容 

調査内容 調査年月日 対象工事 

濁水調査（ＳＳ－濁度相関） 平成18年 ７月 ６日 

平成18年 ７月20日 

平成18年 ９月 １日 

平成18年 ９月 ７日 

その１造成工事 

平成18年10月 ６日 

平成18年10月11日 

平成18年11月20日 

その１造成工事 

その２造成工事 

濁水調査（降雨後） 

平成18年11月27日 その２造成工事 

 

表４－３－２ 降雨状況 

・観測所名：亀山                                 （単位mm/日） 

調査内容 調査年月日 
調査 

５日前 

調査 

４日前 

調査 

３日前 

調査 

２日前 

調査 

前日 

調査 

当日 

濁水調査
(ＳＳ-濁度

相関) 
仮沈砂池：平成18年７月６日 11 10 5 0 13 0 

平成18年 ７月20日 0 5 21 36 30 48 

平成18年 ９月 １日 0 39 8 2 0 38 

平成18年 ９月 ７日 0 0 0 0 17 25 

平成18年10月 ６日 27 9 0 4 16 26 

平成18年10月11日 26 0 0 0 1 40 

平成18年11月20日 0 0 0 1 22 17 

濁水調査
(降雨後) 

平成18年11月27日 0 0 1 0 15 5 

※出典：気象観測（電子閲覧室：気象庁） 
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３－３ 調査地点 

濁水調査地点は、図４－３－１に示した仮沈砂池出口と、Ｂ調整池出口、椋川合流後の３ヶ

所と、事業の影響を受けない地点として貝下橋（椋川上流側）１ヶ所の計４ヶ所とした。 

また、各地点の位置関係を模式図として図４－３－２に示した。 

 

３－４ 調査方法 

調査方法は、表４－３－３に示したとおりで、濁度については、現地にて測定を実施した。 

 

表４－３－３ 調査方法 

調査項目 調査方法 

浮遊物質量（ＳＳ） 昭和46環告59号付表８ 

濁 度 水質チェッカー U-20（堀場製作所） 
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図４－３－１ 濁水採水地点 

● ● 

● ● 

貝下橋（椋川上流側） Ｂ調整池出口 

椋川合流後 

● 
Ａ調整池出口 

第１期工区第４期（その２）

造成工事区域 

第１期工区第４期（その１）

造成工事区域 

仮沈砂池出口 
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図４－３－２ 採水位置模式図 
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第1期工区第4期（その２）

造成工事区域 

第1期工区第4期（その１）

造成工事区域 

第1期工区事業実施区域 

仮沈砂池出口 

Ａ調整池出口 

貝下橋 

Ｂ調整池出口 

椋川合流後 

椋川 

※各造成工事区域内の実線

矢印（   ）は降雨時の

濁水の流れる方向を示す。 
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３－５ 調査結果 

３－５－１ ＳＳ-濁度相関調査 

調査結果は、表４－３－４に示したとおりである。 

造成工事開始直後の平成18年７月６日の調査結果について、浮遊物質量（ＳＳ）と濁度との

相関を求めると、図４－３－３に示したとおりの相関がみられ、その直線回帰式（近似式）は

「ｙ＝0.7626ｘ－14.62」と求められた。 

この図（近似式）から、濁水の環境保全目標値としている「ＳＳ濃度 100mg/L」に相当する

濁度は150度と求められたことから、事業者自らが実施する濁水の日常監視において、濁度計

での数値150度を指標値とした。 

調査状況は、資料編の写真10－１～10に示したとおりである。 

 

表４－３－４ ＳＳ-濁度相関調査結果 

仮沈砂池出口 
調査内容 調査月日 試料№ 

濁度 ＳＳ 

№１ 173 180 

№２ 480 330 

№３ 610 420 

№４ 800 580 

№５ 560 420 

№６ 310 240 

№７ 646 540 

№８ 220 110 

№９ 252 150 

濁水調査 
(ＳＳ-濁度相関) 

7月6日 

№10 245 160 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－３－３ 浮遊物質量（ＳＳ）濃度と濁度の相関図（仮設沈砂池） 

y = 0.7626x - 14.62
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（ＳＳ）

(150)

環境保全目標値（SS：100mg/L） 

SS濃度と濁度の値から求められた近似式 

ｙ＝0.7626ｘ－14.62 
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３－５－２ 濁水調査 

   調査結果は、表４－３－５に示したとおりである。 

「その１造成工事」を対象とした降雨後の調査では、仮設沈砂池のＳＳ濃度は、55～1000mg/L、

Ｂ調整池出口は 17～130mg/L、であり、評価書に記載した環境保全目標（農業用水基準：ＳＳ

濃度100mg/L以下）を上回る値もみられた。 

仮沈砂池及びＢ調整池からの流出水が合流した後の椋川（椋川合流後）における結果では、

11～110mg/Lであり、環境保全目標を僅かに上回る値がみられた。 

なお、事業の影響を受けない地点として設定した貝下橋（椋川上流側）のＳＳ濃度は 6.7～

46mg/Lと高い値もみられた。 

椋川合流後のＳＳ濃度が110、100mg/Lと高い値を示した同調査日の、貝下橋（椋川上流側）

における値は46、42、40mg/Lであり、椋川合流後の値が高くなった要因として、造成工事によ

る影響だけではなく、上流側で発生する当該事業以外の濁水の影響も受けているものと考えら

れる。 

次に、「その２造成工事」を対象とした調査では、Ａ調整池出口のＳＳ濃度は16～26mg/Lと

低い値で、環境保全目標を満足する値であった。 

椋川合流後では11～110mg/Lと、環境保全目標を上回る値もみられたが、これについては、

上記に示したとおり、貝下橋（椋川上流側）での値が14～46mg/Lと高い値もみられることから、

造成工事の影響だけではなく、上流側で発生する当該事業以外の濁水の影響も受けているもの

と考えられる。 

調査状況は、資料編の写真10－11～40に示したとおりである。 

 

表４－３－５ 濁水調査結果 

仮沈砂池出口 Ｂ調整池出口 椋川合流後 貝下橋 Ａ調整池出口 
対象工事 調査月日 

濁度 ＳＳ 濁度 ＳＳ 濁度 ＳＳ 濁度 ＳＳ 濁度 ＳＳ 

７月20日 710 660 328 130 244 110 100 42   

９月 １日 140 260 516 32 340 40 740 33   
その１ 

造成工事 
９月 ７日 590 130 210 17 358 85 242 6.7   

10月 ６日 570 780 39 46 87 100 28 46 24 26 

10月11日 850 1000 46 53 77 110 17 40 76 25 

その１ 

その２ 

造成工事 11月20日 80 55 35 19 23 11 20 14 32 16 

その２ 

造成工事 
11月27日     30 11 23 12 40 18 

※：「その２造成工事」を対象とした濁水調査は、平成19年度も２回実施する予定である。 
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４．動物・植物 

４－１ 調査概要 

第４期工事の着手に先立ち、計画地を一部増加させる計画変更の手続きが行われたため、増

加区域について特筆すべき動物及び植物の生息・生育確認を行った。 

また、本調査において特筆すべき植物の生育を確認したため、該当種の移植を行った。 

さらに、移植を行った特筆すべき植物について、移植後３ヵ月後、６ヵ月後に活着確認調査

を実施した。 

 

４－２ 調査内容及び調査時期 

調査の内容及び調査時期は、表４－４－１に示したとおりである。 

 

表４－４－１ 調査内容及び調査時期 

調査内容 調査時期 

特筆すべき動物及び植物生息・生育確認調査 平成18年 ４月22日 

特筆すべき植物移植作業 平成18年 ４月25日 

特筆すべき植物活着確認調査（３ヵ月後） 平成18年 ７月31日 

特筆すべき植物活着確認調査（６ヵ月後） 平成18年10月26日 

 

４－３ 調査範囲 

調査範囲は図４－４－１に示したとおり、第１期工区第４期工事の増加区域とした。 
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図４－４－１ 調査範囲 

 

第１期工区第４期工事の増加区域 
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４－４ 調査結果 

４－４－１ 特筆すべき動物及び植物生息・生育確認調査 

調査の結果、表４－４－２に示したとおり、特筆すべき植物としてササユリ１種の生育を確

認した。 

確認位置は図４－４－２に示したとおりである。 

なお、特筆すべき動物の生息は確認できなかった。 

調査状況は、資料編の写真11－１～２に示したとおりである。 

 

表４－４－２ 特筆すべき植物生育確認種及び株数 

選定根拠 

種 名 株 数 状 況 三重県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ 

ﾌﾞｯｸ植物（2005） 

ササユリ ４ 開花に至らない小株。高さ20cm程度 準絶滅危惧（NT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－４－２ 特筆すべき植物生育確認位置 

● 

凡 例 

 ● ：ササユリ生育確認

位置（４株） 
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４－４－２ 特筆すべき植物の移植及び活着確認調査 

（１）特筆すべき植物の移植 

前述の特筆すべき動物及び植物生息・生育確認調査の結果、生育を確認した特筆すべき植物

について、表４－４－３に示したとおり移植を行った。 

移植地については、前掲の図３－３－１の№２地点とした。 

調査状況は、資料編の写真11－３～４に示したとおりである。 

 

表４－４－３ 移植株数及び移植地 

種 名 確認株数 移植地 

ササユリ ４株 №２ 

 

（２）特筆すべき植物の活着確認調査 

移植を行った植物について、表４－４－４に示したとおり移植後３ヵ月後及び６ヵ月後に活

着の状況を把握する活着確認調査を実施した。 

その結果、３ヵ月後の調査では概ね生育は良好であったが、秋季の６ヶ月後の調査では、地

上部が枯れており、生育状況は不明であった。 

調査状況は、資料編の写真11－５に示したとおりである。 

 

 

表４－４－４ 特筆すべき植物の活着状況 

３ヵ月後 

（平成18年７月31日） 

６ヵ月後 

（平成18年10月26日） 種 名 

確認株数 確認状況 確認株数 確認状況 

ササユリ ４ 生育は良好 不明 
地上部が枯れており不

明 
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第５章 事後調査を担当した者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所

在 

 

区分 調査項目 調査機関の名称等 

事後調査 

大気質 

騒 音 

水 質 

悪 臭 

特筆すべき植物 

陸生動物 

特筆すべき動物 

水生生物 

財団法人 三重県環境保全事業団 

理事長 濵田 直毅 

三重県津市河芸町上野3258番地 

 


